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Abstract
The purpose of this study is to identify the challenges in a trial teaching by collecting data 
regarding the practical instruction abilities of university students through their trial teaching. As 
for the first trial teaching conducted by the students, high scores had been given to them through 
refection sheets in terms of their class management skill such as “Trial Teaching Appropriate for 
Relevant Students”. Meanwhile, low evaluations were suggested for the items including “Questions, 
Confirmations, Instructions and Explanations from Those Playing Teacher to Those Playing Students” 
needed in conducting a class. With regard to their second trial teaching, the improved evaluation 
scores were observed for the items where lower scores had been given. As the number of trial teaching 
was increasing, a certain degree of achievement was gained in the fields of oral communications and 
individual engagements initiated by the students playing the teacher to those playing students. Reflection 
sheets showed a tendency to have fewer comments pointing out problems and indicating areas to be 
improved. This study has revealed the unresolved challenges that further efforts are necessary to be 
made regarding the class contents including how to prepare a course unit structural drawing, efficiently 
use reflection sheets, manage the meeting held after a trial teaching and reflect on a trial teaching by 
the group responsible for it.
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1 限 抽象的　5 生徒に質問できていた ,  全体に呼び掛けていた
7 具体的　2 健康管理の発問がよかった
2 限 抽象的　2 確認をよく行っていた，生徒の反応をよくみていた
3 具体的　1 朝食をとったか聞くのはよかった　
指摘 12
1 限 抽象的　3 生徒に発問がなかった
3 具体的　0 　
2 限 抽象的　9 生徒に対しての問い掛けが少なかった，生徒が理解できていたのか確認がなかった
9 具体的　0 　
提案 2
1 限 抽象的　1 わかった？と聞いたほうがいい
1 具体的　0 　









1 限 抽象的　4 一回行った，わかったかどうかの確認はできていた
4 具体的　0 　
2 限 抽象的　3 適切な確認が行えていた，わからない人を確認しようとしていてよかった
4 具体的　1 確認をとっていて最後に感想を聞いていてよかった
指摘 7
1 限 抽象的　3 発問ができていなかった
3 具体的　0 　
2 限 抽象的　3 発問はほとんどなかった，確認はされたが発問はなかった
4 具体的　0 　
提案 4
1 限 抽象的　3 生徒への声掛けを増やす，理解できているか確認する
3 具体的　0 　


































































1 限 抽象的　4 回って声掛けをしていたのでよかった，個人にも指導を行っていた
7 具体的　4 「ナイスシュート」の声掛けはよかった，リフレクションシートを書いているときにも指示できていた
2 限 抽象的　4 グループに声を掛けていてよかった，アドバイスができていた
7 具体的　3 「女子早いね」とか競争を促す声掛けができていた，「いいよ」などの声掛けができていた
指摘 21
1 限 抽象的　7 一人ひとりに対しての指導や助言がなかった，称賛がなかった
8 具体的　1 リレーのときにもう少し声掛けが必要だった
2 限 抽象的　12 一人ひとりへの助言や指導が少なかった，できている人への声掛けが少ない
13 具体的　1 1 位のチームに対して何も言わないのはよくなかった
提案 0
1 限 抽象的　0  
0 具体的　0 　





























































1 限 抽象的　1 何人からには声掛けができていた
3 具体的　2 審判をしながら声を掛けていた，ゲームのときの声掛けがよかった
2 限 抽象的　4 助言や称賛は一人ひとりにできていた，はっきりと称賛ができていた
7 具体的　3 パスのときに助言ができていた，大繩のときに「いいね」と声を掛けられた
指摘 23
1 限 抽象的　9 一人ひとりへの称賛，助言がなかった，助言が全体に行き渡っていなかった
11 具体的　2 ゲーム中の称賛，助言がなかった，生徒の動きについての指導，助言がなかった
2 限 抽象的　7 一人ひとりへのアドバイスが欲しかった，助言がもう少しあればよかった
12 具体的　5 ゲーム中など一人ひとりへの声掛けがなかった，技能のポイントの助言が欲しかった
提案 0
1 限 抽象的　0  
0 具体的　0 　
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